
京都文教大学・臨床心理学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３２０

基盤研究(B)（海外学術調査）

2017～2015

平等と卓越性のバランス政策を軸とする自律的公設学校の国際比較

Comparative study on Autonomous Schools from the Viewpoints of the Policy 
Balancing the Equality and Excellency

２０３０９１０７研究者番号：

中島　千惠（Nakajima, Chie）

研究期間：

１５Ｈ０５２０１

年 月 日現在  元   ６ ２６

円     7,500,000

研究成果の概要（和文）：　多様な教育ニーズを包摂し、平等を追求しながらも優秀な人材をいかに育成するの
か、公教育の課題である。本研究では、平等と卓越性を軸に、公費で設置され自律的に運営できる自律的公設学
校の国際比較を実施した。
　アジア諸国（シンガポール、インドネシア、韓国、日本）では自律的公設学校は、グローバル人材育成に焦点
化される傾向があり、学校の設置も限定的である（インドネシアでは閉鎖）。しかし、公教育の枠外の学校の増
加も認識され、新たな課題が発生している。 英・米・スウェーデンでは、自律的公設学校の拡大によって多様
なニーズを包摂し、深い葛藤を抱えながらも公教育は次のステージを模索しつつあるかに見える。

研究成果の概要（英文）： What are the national strategies to realize equality and excellence in 
education? In asking this question, we focused the publicly funded autonomous schools (PFAS) which 
are given a certain degree of autonomy to fulfill certain purposes. We compared 8 countries; the U.
S., Sweden, England, Finland, Singapore, Indonesia, Korea and Japan.
 In the U.S., England and Sweden, PFASs are allowed to establish to meet the variety of educational 
needs, with the diminishing authority of traditional school board, and participation of private 
business (even of foreign) to run the public schools. The new social risks are generated causing the
 severe conflicts within the public school system. In Asian countries we looked, they are controlled
 by the central government (Indonesia closed the school), and the missions are skewed to educating 
talented manpower for the global world. In Korea and Japan, autonomous schools outside of public 
compulsory school system are becoming a challenge for the governments.

研究分野：教育学、教育行政学、比較教育学、初等・中等教育、幼児教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
(1)過去15年ほどの間に国際的に普及・拡大してきた自律的公設学校について、本研究でとりあげた英・米とア
ジア諸国では大きく異なる２つのアプローチがあるものの、どちらも従来の公教育の枠組みの「中」あるいは
「外」に新たな社会的リスクを生み出していることを明らかにした。(2)第２に公教育の発展段階という視点か
ら調査結果を分析し、第3段階への模索を示唆し、今後の公教育の在り方の検討に寄与する実証的データを提供
することができた。さらに、(3)企業が国境を越え、他国の公立学校運営に乗りだしている実態を伝え、近年、
教育関連の学会で展開されてきた公共性概念の変容に関する議論に一石を投じることができた。



様 式 Ｃー１９、Ｆー１９ー１、Ｚー１９、ＣＫー１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 過去 10 年、国際的競争を意識した国家戦略の下、アカウンタビリティを共通語として、卓越
性（質の高い教育）を目指す学校設置や改革がグロ－バルに進行している。その中で自律的性格
を持つ公設学校の台頭が著しい。日本でも国家戦略特区で公設民営の自律的学校の創設が閣議
決定した。かたや教育の平等化を推し進めようとする国際的動きは、義務教育段階のみならず 
幼児教育の段階にまで降りてきている。平等も質も社会の発展と国民の幸福には不可欠の要素
である。 しかし、両者は対立する側面を持つ。また、国により平等概念も異なる。いかなる「平
等」を志向し、 いかに両者のバランスを保つかは国民の権利保障、そして国家経済において重
要な政策課題である。民間の力を活用した自律的な公設学校設置は、グロ-バルな動きである。
なおかつ学校システムを大きく変える可能性を持つ。平等と卓説性を追究する政策の中で教育
段階の接続関係にも変容が見られる。また、自律的公設学校の誕生とともに、国家は、公立学校
が一元的に管理運営されていた時代にはなかった葛藤や格差拡大、地域の分断など、新たな「社
会的リスク」に直面し、その対策を迫られている。更に、公教育行政やサ-ビスをどのように考
え、国家が国民教育にどのように関与すれば 国民の教育の自由と教育の質や公平性を担保でき
るのか、新たな理念的課題とも向き合わなければならなくなってきた。 
 
２．研究の目的 
本科研は自律的公設学校を国家戦略としてどのように活用しているのか、またそのことによ
って公教育の構造や社会にどのような変化とリスクをもたらしているかについて、平等と卓越
性を軸として国際比較をすることを目的とする。 

3 年間に以下のことを解明し、日本への示唆を得る。  
［１］自律的公設学校を、当該国の国家戦略や学校制度における位置づけにより類型化し、公 
教育の構造変化をグロ-バルな視点で捉える。  

［２］平等と卓越性のバランスをどのように取ろうとしているのか、全体的政策を鳥瞰する。 
［３］各国が政策的に追究する「平等」の概念の違いを明らかにする。  
［４］自律的公設設置で予想される「社会的リスク」に対する対策（法整備、評価等）。  
［５］自律的公設学校設置により、幼、小、中、高の接続関係に変容はみられるか。  
［６］自律的公設学校の設置は、公教育の行政またはサ-ビス概念にどのような変容をも 
たらしているか 
 

３．研究の方法 
本研究では、Esping-Andersen が分類する福祉レジ-ムに依拠し、「自由主義的」伝統を持ち、
公立学校制度の在り方を大きく変えているイギリス、アメリカ、「社会民主主義的」伝統の強い
スウェ-デンとフィンランド、そしてその中間のどこかに位置するアジア諸国（インドネシア、
シンガポ-ル、韓国、そして日本）を対象に、国際比較調査を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）自律的公設学校に対する政策は、大きく欧米型（英、米、スウェーデン）とアジア型（イ
ンドネシア、韓国、シンガポ-ル、そして日本）に類型化 することができた。両者ともに自律的
公設学校設置が国の政策の一環として推進されるが、①量の拡大、対象児童生徒の幅、②設置目
的への中央政府の関与の度合い、③民間の教育運営組織の参加を許容するか否かなどで異なる。  
平等と卓越性の観点から考察すると、欧米型では、フィンランドも含み、公設学校の多様によっ
てすべての人々を公教育に包摂しようとしている。アジア型では、グローバル人材またはエリー
ト育成に焦点化され、平等な教育機会の保障を第一の目的とはしていない。 
（２）新たな社会的リスクとして、欧米型では、公立学校運営に企業参入による功罪と従来型公
立学校との葛藤が民主主義の危機をもたらしていると危惧されている。また、教育要求を激しく
する親の政治化も社会の葛藤を深くしている。アジア型では、韓国では公教育の外に無認可の学
校が拡大する傾向にあり、対応に苦慮している。シンガポールでは、「卓越性」と「平等性」の
追求の中で、競争が激しくなり、学校外の私教育（塾や家庭教師）の依存が増加し、子どもが所
属する学校ヒエラルキーが、その保護者の出身階層や貧富との相関を高めるという副作用を招
いている。公教育は「量的拡大」「量と質の拡大」を経て、第 3ステージへの模索段階にあるの
ではないかとも考えられる。 
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